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処方箋のＱＲコードについて 

 

 山梨大学医学部附属病院は、令和元年５月１３日（月）より、現在、受診時に

発行している「院外処方箋」等の処方箋用紙のサイズを変更するとともに、別紙

のとおり、「院外処方箋」に「ＱＲコード」が印刷されます。 

 この「ＱＲコード」情報は、皆様の持つスマートフォン内にダウンロードでき

る「かかりつけ連携手帳」アプリ（無料：5 月７日以降ダウンロード可）で読み

込みと保存ができます。処方内容、アレルギー情報、当日の注射内容、基本的な

検査データ（6 月中旬以降）を読み取ることができます。 

患者さんの基本情報を記載することもでき、医療介護連携に利用できる健康情

報や訪問看護・介護情報をはじめ、一般薬のバーコード情報なども保存できます。 

現在患者さんがご使用なさっている「お薬手帳」と同様に、医療機関受診時及び

介護サービスを受ける際に患者さんが持ち歩くことを想定しています。 

ご利用方法等詳細につきましては、別紙（掲示やパンフレット等）をご参照い

ただき、ご活用願います。 

また、ご利用しなくとも、診療内容に変更はございません。 

各患者さんのご意向により、本「ＱＲコード」をご利用ください。 

  

本件連絡先：山梨大学医学部附属病院 医療情報室 

         ０５５-２７３-１１１１ 内線２０８６ 

      （平日８：３０～１７：１５） 

 



［処方箋QRコード］

処方箋のQRコード

2019年5月13日より、山梨大学病院の処方箋に、QRコードがつい
てきます。
■自分の処方内容を、「かかりつけ連携手帳★」に記録できます。
■保存された「かかりつけ連携手帳」を、診療時に医師等に提示
すれば、お薬手帳と同じです。

★「かかりつけ連携手帳」は、個人の持つスマートフォンに、
無料でダウンロードできるソフトです。

★この機能を使うには、スマートフォンが
必要です。
iPhoneは、App Storeから
Androidは、Google Playから

https://phr-project.jp/

山梨大学医学部附属病院 かかりつけ連携手帳推進協議会
https://phr-project.jp/

調剤薬局の方へ
切り離して、患者さんへ渡
してください。
変更時はQRコードを印刷し
て渡してください。



処方以外のQRコード

［検査QRコード］

［注射QRコード］

［アレルギーQRコード］

■基本検査項目データを、「かかりつけ連携手帳」に保存できます。
■注射したデータ（当日分）を、「かかりつけ連携手帳」に保存で
きます。
■アレルギーデータ（ある場合）を、「かかりつけ連携手帳」に保
存できます。

★調剤薬局での時間が短縮できることがあります。
★お薬による異常を、薬剤師が見つけることがあります。
★お薬手帳を忘れても、スマートフォンがあれば大丈夫です。

「かかりつけ連携手帳」は、医療機関だけでなく、訪問看護デー
タ、自分の生活データ（食事、排泄、運動、いろいろな症状）を
記録できます。地域包括ケアで､情報共有できるシステムです。

このシステムは、地域包括ケア、赤ちゃんから高齢者まで、生涯を通じて利用で
きるシステムです。



■個人のスマートフォン（アンドロイド版、アイフォン版）に、
ソフトは無料でダウンロードできます。
（5月7日以降を予定）

■１台のスマートフォンに複数人のデータを保存できます。
■医療機関から、処方・基本検査・外来注射・アレルギー情報を
提供します。

■処方内容以外は、QRコードのみで提供されます。
■医療機関からのデータは、他の病院・診療所で「提示」して、

診療の参考データに利用できます。
■医療機関（病院、診療所等）のデータだけでなく、訪問看護ス

テーションのデータも保存できます。
■自分の生活情報（食事、排泄、運動、症状等）やバイタルデー

タ（心拍数、呼吸数、血圧等）をスタンプや数字で記録するこ
ともできます。

■一般のドラッグストア等で購入した薬も、バーコードから入力、
保存できます。

■スマートフォンを変更する場合、個人データを分ける際、バッ
クアップする際、保存データを「無料」のクラウドを利用でき
ます。

■診療時や検診時のデータも保存できます。
■地域包括ケアに活用できます。
■予防接種のデータを保存できます。（作成準備中）

◎スマートフォンを持っていない方、かかりつけ連携ソフトをダウンロー
ドしない方でも、診療内容にまったく変更や影響はありません。

山梨大学医学部附属病院
くわしくは、パンフレットを
ご覧ください。

かかりつけ連携手帳
（ソフト）


